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一　般　質　問

沓
く つ

 掛
か け

 義
よ し

 範
の り

質

質

　

平
成
30
年
度
か
ら
米
の

減
反
政
策
の
廃
止
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止

に
伴
う
、
今
後
の
水
田
農

業
の
取
り
組
み
は
。

質

質

　

市
内
に
は
多
く
の
農
産

加
工
施
設
が
存
在
し
て
い

る
。「
大
分
の
野
菜
畑　

豊

後
大
野
」
の
い
っ
そ
う
の

実
践
と
農
家
所
得
の
向
上

　

市
役
所
の
正
面
玄
関
前

の
喫
煙
場
所
は
、
受
動
喫

煙
の
影
響
を
考
え
る
と
適

切
な
環
境
で
は
な
い
と
思

う
が
。

　

加
工
原
料
野
菜
の
生
産

と
供
給
は
、
集
落
営
農
法

人
を
は
じ
め
、農
業
法
人
、

葉
物
野
菜
の
生
産
者
を
中

心
に
個
別
に
推
進
し
た
結

果
、
総
栽
培
面
積
41
・
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

加
工
野
菜
の
生
産
は
、

６
次
産
業
化
を
進
め
る
本

市
で
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
を
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
改
正
さ
れ
る

健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、

受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
に

適
切
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、基
金
の
要
件
は
、

よ
り
多
く
の
生
産
者
に
広

く
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
観
点
で
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
市

場
の
動
向
を
踏
ま
え
、
今

後
よ
り
よ
い
基
金
の
活
用

を
進
め
た
い
。

　

経
営
の
維
持
、
拡
大
を
図

る
上
で
、
基
金
の
内
容
を
精

査
し
、
導
入
牛
の
貸
付
額
の

拡
充
は
で
き
な
い
か
。

　

国
が
策
定
す
る
需
給
見

通
し
等
を
踏
ま
え
、
生
産

者
や
集
荷
業
者
、
団
体
が

中
心
と
な
り
、
需
要
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
主
食
用
米
、

麦
、
大
豆
、
園
芸
作
物
、

飼
料
用
米
等
の
戦
略
作
物

助
成
や
産
地
交
付
金
制
度

を
活
用
し
、
水
田
フ
ル
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答
農
業
振
興
課
長

フレッシュグルメ（犬飼町）

答
市
長

答
総
務
課
長

答
農
業
振
興
課
長

創　生　会

今後の水田農業の取り組みは

肉用牛の振興は

市役所の分煙対策は

加工用農産物に対する
　　　市の取り組みは

〜 水田フル活用を図る 〜

〜 よりよい基金の活用を進める 〜

〜 防止対策に適切に取り組む 〜

〜 積極的に取り組む 〜

の
た
め
、
加
工
原
料
の
生

産
と
供
給
の
体
制
が
重
要

で
は
。

※米の直接支払交付金 ･･･
　平成 26 年産米から経過措置として設けられていた米の直接支払交付金は、平成 30 年産米から廃止されますが、水田は、これまでどおり主食用米の生産と麦・大豆、
　園芸作物、飼料用米等を組み合わせ、最大限活用していくことが求められており、引き続き戦略作物の助成や産地交付金制度は維持され、作付面積等により交付金が
　交付されます。

※



15 （第58号2018.5）

〜 8名の議員が市政を問う〜

県道 57 号沿線での地域振興対策は

持続可能なまちづくりとは
〜 地域経済や生活の質、良好な
　 生活環境などの維持・向上を目指す 〜

〜 地域活力の低下は大きな課題 〜

質質

質

質

　

中
九
州
横
断
道
路
が
開

通
し
、
県
道
57
号
沿
線
４

町
の
交
通
量
の
激
減
に
伴

い
、
閑
散
と
し
て
い
る
周

辺
地
域
対
策
の
現
状
と
取

り
組
み
は
。

　

千
歳
町
は
、
食
料
品
店

や
飲
食
店
が
な
く
な
り
、

　

豊
後
大
野
市
の
未
来
を

見
据
え
、
持
続
可
能
な
豊

後
大
野
市
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
実
行
性
の
あ
る

施
策
に
取
り
組
む
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
持
続
可
能

な
豊
後
大
野
市
づ
く
り
の

将
来
像
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

　

公
約
の
一
つ
で
あ
る
働

く
場
の
確
保
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

　

定
住
人
口
の
確
保
や
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
、

中
九
州
横
断
道
路
を
地
域

づ
く
り
の
社
会
基
盤
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

中
九
州
横
断
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
地
域
の
魅
力

の
一
つ
と
し
て
、
移
住
や

定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
住
民
福
祉
の
向

　

地
場
産
業
へ
の
雇
用
や

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
、

起
業
に
よ
る
職
の
確
保
な

ど
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
に
よ
る
事
業

者
の
活
力
の
創
造
や
雇
用

機
会
の
拡
大
、
加
工
品
の

開
発
、
情
報
関
連
企
業
の

誘
致
促
進
の
た
め
の
補
助

制
度
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
雇
用
創
出
に

向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

創　生　会

交
通
量
の
減
に
よ
り
、
閉

店
や
人
口
減
少
が
進
み
、

町
と
し
て
の
基
盤
が
壊
れ

か
ね
な
い
状
況
で
あ
り
、

町
民
が
一
堂
に
会
す
る
行

事
等
も
な
く
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
も
危
惧

さ
れ
て
い
る
が
。

上
を
図
り
、
こ
の
ま
ち
に

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

環
境
作
り
が
必
要
で
す
。

 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
中
心
的
役
割
を

担
う
若
者
を
い
か
に
定
住

へ
結
び
つ
け
て
い
く
か
が

重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。




